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6
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

映
画「
渾
身
」・「
白
い
船
」

なな
ど
島
根
県
を
舞
台
に
し
た
作

品品
で
知
ら
れ
る
錦
織
良
成
監
督

のの
最
新
作
、「
た
た
ら
侍
」（
仮

題題
）
を
支
援
す
る
自
治
体
連
絡

協協
議
会
の
設
立
総
会
が
島
根
県

庁庁
で
開
か
れ
ま
し
た
。

連
絡
協
議
会
は
島
根
県
と
安

来来
・
松
江
・
出
雲
・
大
田
・
雲

南南
・
奥
出
雲
・
飯
南
で
組
織
。

制制
作
費
の
助
成
や
情
報
発
信
な

どど
で
協
力
し
な
が
ら
、
映
画
を

通通
し
て
ロ
ケ
地
と
な
る
島
根
の

魅魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
文
化
・
観
光

振振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

中
海
干
拓
地
安
来
工
区
の
調
整

池
（
穂
日
島
町
・
安
来
市
土
地
改

良
区
所
有
）
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
発
電
事
業
者
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｗ

Ａ
Ｖ
Ｅ
安
来
株
式
会
社
と
事
業
実

施
協
力
を
確
認
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

発
電
所
は
、
調
整
池
の
水
面
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
浮
か
せ
る
フ

ロ
ー
ト
式
を
採
用
し
て
千

の
発

電
が
可
能
。
６
月
に
着
工
し
１０
月

に
は
発
電
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

と
、
安
全
安
心
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
を
目
指
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
・
啓
発
を
図
っ
て
い

ま
す
。

元プロ野球選手たちが子どもたち
を教える野球教室。「肘をもう少し上
げてみて」と手をとっての直接指導に
思わず笑みがこぼれます。
・撮 影 日 ５月１１日
・撮影場所 安来運動公園
※写真右は中日ドラゴンズ
などで活躍した三沢淳選手

今月の表紙
「正しいフォームで」

映映画画「「たたたたらら侍侍」」（（仮仮題題））応応援援ししまますす
４４月月１１８８日日連連絡絡協協議議会会をを設設立立

メメガガソソーーララーー発発電電所所建建設設

錦織監督(前列右中)と各自治体の首長

中中海海干干拓拓地地調調整整池池でで太太陽陽光光発発電電

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを
お伝えします

キ
ロ

ワ
ッ
ト

▲
調
印
式
の
様
子
（
４
月
８
日
、

左
か
ら
近
藤
市
長
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
安
来
の
梶
原
善
一
社

長
、
安
来
土
地
改
良
区
の
石
倉
理

事
長
）

２



映
画
は
戦
国
時
代
の
出
雲
地

方
が
舞
台
。
た
た
ら
製
鉄
の
技

む
ら
げ

術
長
（
村
下
）
の
息
子
を
主
人

公
に
物
語
が
展
開
し
ま
す
。

今
秋
か
ら
撮
影
を
開
始
し
、

安
来
を
は
じ
め
県
内
で
の
ロ
ケ

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
映

画
は
、
平
成
２８
年
春
に
公
開
を

目
指
し
て
い
ま
す
）

市
内
の
史
跡
や
旧
跡
な
ど
案

内
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

組
織
す
る
ガ
イ
ド
の
会
の
設
立

総
会
が
４
月
１９
日
、
学
習
訓
練

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
市
内
の
主
要

な
観
光
地
で
活
動
す
る
５
つ
の

団
体
が
独
立
し
て
観
光
ガ
イ
ド

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
市
の

包
括
的
な
観
光
振
興
に
つ
な
げ

よ
う
と
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
の
会
で
は
、
観
光
モ

デ
ル
コ
ー
ス
作
成
や
総
合
受
付

窓
口
を
一
本
化
す
る
な
ど
、
観

光
客
の
満
足
度
を
高
め
、
市
の

観
光
振
興
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

■
ガ
イ
ド
の
お
問
い
合
わ
せ

安
来
市
観
光
協
会

℡
２３‐

７
６
６
７

兼
ね
て
か
ら
整
備
し
て
い
た
飯

島
工
業
団
地
の
緑
地
広
場
が
完
成

し
、
６
月
１
日
か
ら
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

広
場
は
、
面
積
７
７
２
６
平
方

㍍
と
広
く
、
天
然
芝
と
土
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
整
備
し
て
い

ま
す
。
ど
な
た
も
利
用
可
能
で
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
な
ど
が
２

面
確
保
で
き
る
ほ
か
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
多

目
的
な
用
途
で
使
用
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
や
子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
の
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
安
来
十
神
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
小
谷
弘
会
長
）
か
ら

２
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
市
に
寄
贈

さ
れ
、
４
月
１０
日
に
道

の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
で
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
犯
罪
の
発

生
抑
止
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

緑緑地地広広場場（（飯飯島島町町））をを整整備備ししままししたた
６６月月かからら使使用用ででききまますす

主演は青柳翔さん（劇団Ｅ
ＸＩＬＥ）やＡＫＩＲＡさん
（ＥＸＩＬＥ）で、エグゼク
ティブプロデューサーにＨＩ
ＲＯさん（ＥＸＩＬＥ）が就
任します。

公公衆衆トトイイレレややああずずままやや
ななどどもも設設置置。。

緑地広場

至
米
子

市市内内 55 団団体体がが統統合合

観観光光ボボラランンテティィアアガガイイドドのの会会発発足足

伯
太
川

新消防庁舎
建設予定地

団
体
で
長
時
間
使
用
す
る
際

は
、
十
神
体
協
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
同
好
会
℡
２３‐

０
２

３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

㈱日立物流

至
松
江

防防犯犯カカメメララ運運用用開開始始
道道のの駅駅ああららエエッッササ

▲

設
立
総
会
で
あ
い
さ

つ
す
る
山
﨑
享
二
会
長

▲
市
内
各
所
で
活
躍
す

る
観
光
ガ
イ
ド

３



平
成
１６
年
１０
月
、
旧
安
来
市
・

広
瀬
町
・
伯
太
町
が
合
併
し
新
生

「
安
来
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
年
は
合
併
後
１０
年
を
迎
え
る
節

目
の
年
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
、

１０
周
年
を
記
念
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
行
事
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
も
拡
充
し

て
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
内
容
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
安
来
市
発
足
１０
周
年
を
記
念

し
て
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
市
の

歌
や
市
民
憲
章
の
制
定
な
ど
を
行

う
ほ
か
、
安
来
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
渡
部
陽
一
氏

を
招
き
、
講
演
会
な
ど
も
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
新
安
来
市
の
歩
ん
だ
１０

年
間
を
振
り
返
る
映
像
を
制
作
し

て
式
典
で
上
映
し
ま
す
。

開
催
日

１０
月
４
日
㈯

場
所

安
来
市
民
会
館

内
容

第
一
部

式
典

・
市
の
歌
制
定
と
歌
の
披
露

・
市
民
憲
章
の
制
定

・
自
治
振
興
功
労
表
彰

・
非
核
平
和
都
市
宣
言
（
仮
称
）

な
ど

新
安
来
市
発
足
１０
周
年
を
記

念
し
て
、
昨
年
か
ら
制
作
を

行
っ
て
い
た
「
市
の
歌
」
が
、

い
よ
い
よ
完
成
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
作
詞
・
作
曲
は
、
安

来
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
で
安
来
市
ふ
る
さ
と

大
使
で
も
あ
る
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
さ

ん
と
、
同
じ
く
安
来
市
出
身
で

天
童
よ
し
み
さ
ん
な
ど
に
も
曲

を
提
供
さ
れ
て
い
る
作
曲
家
・

田
部
由
美
子
さ
ん
の
二
人
に
よ
い
と

る
共
作
で
す
。
曲
名
は
「
愛
し

ふ
る
さ
と

安
来
」。
歌
詞
に

は
、
安
来
、
広

瀬
、
伯
太
の
情

景
が
盛
り
込
ま

れ
、
み
ん
な
で

未
来
に
向
か
っ

て
と
も
に
歩
い

て
ゆ
こ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
み
な
さ
ん
に
歌
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
来
月
号
で

は
歌
詞
を
掲
載
す
る
予
定
で

す
。
７
月
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
曲
を
公
開
し
て
い
き
ま
す

の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

第
二
部

記
念
講
演

講
師渡

部
陽
一
氏（
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
）

演
題

「
世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

（
仮
題
）

渡
部
陽
一
氏
の
写
真
展
も

開
催
決
定
！

●
関
連
事
業

渡
部
陽
一
氏
平
和
祈
念
写
真
展

テ
ー
マ「
戦
場
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

非
核
平
和
都
市
宣
言
（
仮
称
）

に
よ
っ
て
平
和
意
識
の
向
上
を
図

る
た
め
写
真
展
を
開
催
。

開
催
時
期

９
月
下
旬
〜
１０
月
初

旬場
所

和
鋼
博
物
館

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
５

記
念
式
典

記記念念事事業業をを開開催催ししまますす

渡渡部部陽陽一一氏氏

いと

「愛しふるさと安来」が完成しました

１０
周
年
記
念
安
来
節
公
演

■
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
℡
２３‐

３
３
４
１

市の歌

安
来
・
広
瀬
・
伯
太
の
各
地
域
、

東
京
安
来
会
で
記
念
公
演
を
実
施
。

４



近
代
日
本
の
彫
刻
界
を
代
表
す
る

安
来
市
出
身
の
彫
刻
家
で
あ
る
米
原

雲
海
（
明
治
２
年
〜
大
正
１４
年
）。

雲
海
を
育
ん
だ
芸
術
文
化
の
ま
ち

「
安
来
」
で
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間

９
月
１８
日
㈭
〜
１０
月
２０
日
㈪

場
所

和
鋼
博
物
館
、
加
納
美
術

館
、
観
光
交
流
プ
ラ
ザ

（
３
つ
の
会
場
で
同
時
開
催
し
ま
す
）

●
関
連
事
業

米
原
雲
海
展
記
念
講
演
会
・
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

開
催
日

９
月
２３
日
㈫
㈷

場
所

安
来
市
民
会
館

内
容

▽
講
演
会
…
講
師

澄
川
喜

一
氏
（
島
根
県
芸
術
文
化
グ
ラ
ン
ト

ワ
セ
ン
タ
ー
長
）、
演
題
「
地
域
文

化
の
活
性
化
と
造
形
の
役
割（
仮
）」

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…

「
郷
土
の
先
輩
彫
刻
家
米
原
雲
海
と

そ
の
作
品
を
語
る
（
仮
）」

米
原
雲
海
展
講
演
会

開
催
日

１０
月
５
日
㈰

場
所

和
鋼
博
物
館
映
像
ホ
ー
ル

講
師

大
熊
敏
之
氏
（
富
山
大
学
教

授
、
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
鑑
定

士
）

演
題

「
米
原
雲
海
作
品
の
現
代
的

評
価(

仮)

」

「
街
歩
き
」
米
原
雲
海
を
訪
ね
て

米
原
雲
海
生
誕
の
地
か
ら
、米
原
家
、

そ
し
て
妻
ク
メ
の
生
家
を
巡
り
ま
す
。

開
催
日

９
月
２８
日
㈰
（
予
定
）

場
所

安
来
町(

新
町
・
松
源
寺
な
ど)

安
来
市
の
魅
力
を
収
め
た
写
真
を

募
り
、
優
秀
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

入
賞
作
品
は
、
展
示
会
を
行
う
ほ

か
、
安
来
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
素

材
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

期
間

４
月
１
日
㈫
〜
１０
月
１５
日
㈬

日
本
の
夏
の
風
物
詩
「
ラ
ジ
オ
体

操
」
が
、
安
来
に
や
っ
て
き
ま
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
市
の
情
報
発

信
を
行
い
ま
す
。

開
催
日

８
月
１１
日
㈪

場
所

十
神
小
学
校

■
幸
盛
祭

主
君
尼
子
家
再
興
に
尽
く
し
た

「
山
中
鹿
介
幸
盛
」
を
し
の
ぶ
伝
統

行
事
。
今
年
は
大
河
ド
ラ
マ
で
鹿
介

が
登
場
し
た
こ
と
か
ら
、
盛
大
に
開

催
し
ま
す
。

開
催
時
期

平
成
２６
年
秋

■
や
す
ぎ
月
の
輪
ま
つ
り

花
火
大
会
を
拡
充
。
ま
た
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日

８
月
１４
日
㈭
〜
１７
日
㈰

■
や
す
ぎ
環
境
フ
ェ
ア

市
民
向
け
環
境
イ
ベ
ン
ト
。
記
念

講
演
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
の
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
、
出
展
ブ
ー
ス
も
更
に
充

実
さ
せ
て
盛
大
に
行
い
ま
す
。

開
催
日

９
月
１４
日
㈰

■
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

１０
回
目
の
記
念
大
会
と
し
て
、
盛

大
に
開
催
し
ま
す
。

開
催
日

１１
月
2
日
㈰

新新安安来来市市発発足足１１００周周年年

■
問
い
合
わ
せ

秘
書
課
℡
２３‐

３
０
１
０

や
す
ぎ
大
好
き
！

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

米
原
雲
海
展

■
問
い
合
わ
せ

文
化
課
℡
２３‐

３
３
１
５

▼

師
匠
の
高
村
光
雲
へ
協
力
し
て
製

作
さ
れ
た「
仁
王
像
」善
光
寺（
長
野
）

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

・
み
ん
な
の
体
操
会

■
問
い
合
わ
せ

定
住
企
画
課
℡
２３‐

３
０
６
０

各
種
イ
ベ
ン
ト
も
拡
充
し
て
開
催
し
ま
す

▲
「
ジ
ェ
ン
ナ
ー
像
」
雲
海
作

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
５

５



１．人件費の状況（普通会計決算）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

％
１８．０

人件費（Ｂ）

千円
４，３５７，３２８

実質収支

千円
５８０，０８４

歳出額（Ａ）

千円
２４，１６１，６２７

住民基本台帳人口
（平成 24 年度末現在）

人
４１，４９８

区 分

平成２４年度

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

一人当たり
平均給与額
（Ｂ／Ａ）

千円
５，６８７

給 与 費

計（Ｂ）

千円
２，７５２，５５８

期末勤勉
手当
千円

６６５，２６８

職員手当

千円
２４４，４４２

給 料

千円
１，８４２，８４８

職員数
（Ａ）

人
４８４

区 分

平成２４年度

３．ラスパイレス指数の状況

全国市平均
１０６．６（９８．５）

安来市
１０４．９（９６．９）

４．一般行政職の平均給料月額・平均年齢の状況

国
３０７，２２０円（３３２，４４６円）

―
４３歳１月

安来市
３２８，４４９円
３７９，５９７円
４３歳３月

区 分
平均給料月額
平均給与月額
平 均 年 齢

国
１７２，２００円
１４０，１００円

安来市
１５６，８００円
１３５，９００円

区 分
大学卒
高校卒

５．一般行政職の初任給の状況

（平成 25年４月１日現在）

市
職
員
の
給
与
は
条
例
・
規
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
給
与
に
は
、

基
本
給
と
し
て
の
給
料
と
扶
養
、
住
居
、
通
勤
手
当
や
民
間
の
賞
与
に
当
た

る
期
末
・
勤
勉
手
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
給
与
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※平成 25 年度給与実態調査に基づき算出しています。
※平均給料月額は、職員の基本給の平均です。
※平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる諸手当
（扶養手当、住居手当）の合計額です。
※安来市は平成 19 年 4 月より３％の給料カットを実施
しています。
※（ ）内は、国家公務員の時限的給与改定特例法に
よる措置が無いものとした場合の値です。

おお知知ららせせししまますす

※参考 平成 23 年度人件費率 17.1%
※人件費には、退職手当負担金を除き、特別職等に支給される給料報酬等を含ん
でいます。

職職員員のの給給与与
定定員員管管理理ななどどのの状状況況

※職員手当には、退職手当は含みません。
※職員数は、平成 24 年４月１日現在の人数です。

（平成 25年４月１日現在）

（平成 25年４月１日現在）

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与
水準を 100 とした場合の給与水準を示す
指数です。
※（ ）内は、国家公務員の時限的給与改定
特例法による措置が無いものとした場合
の値です。

※安来市は平成 19 年 4 月より３％の給料
カットを実施しています。

６



６．職員手当の状況（一般会計職員）

国
勤勉手当
０．６７５月分
０．６７５月分
１．３５月分

職制上の段階、職務の
級による加算措置あり。

期末手当
１．２２５月分
１．３７５月分
２．６０月分

安来市
勤勉手当
０．６７５月分
０．６７５月分
１．３５月分

職制上の段階、職務の
級による加算措置あり。

期末手当
１．２２５月分
１．３７５月分
２．６０月分

区分

６月期
１２月期
計

備 考

安来市
１３，０００円
１１，０００円
６，５００円

５，０００円

区 分
配偶者

配偶者がいない場合の１人目
２人目以降

満 16 歳～満 22 歳の子 1人
についての加算額

月額 12,000 円を超える家
賃を支払っている者に対し
て 27,000 円を限度に支給。

借家居住者
交通機関等を利用して通勤する職員に対して
１カ月あたりの運賃相当額 55,000 円を限度に
支給。
自動車等を使用して通勤する職員に対して通
勤距離区分により、3,200 円から 22,400 円の
範囲内で支給。

交通機関
利 用 者

交通用具
利 用 者

７．特別職の報酬等の状況 ８．職員数（部門別職員数）の状況

期末手当
（平成２４年度支給割合）

１．４０月分

１．４２月分

２．８２月分

１．４５月分

１．５０月分

２．９５月分

６月期

１２月期

計

６月期

１２月期

計

月 額

７１２，０００円

６９３，５００円

４００，７００円

３５８，９００円

３３２，８００円

区 分

市 長

副市長

議 長

副議長

議 員

給料

報酬

職員数（人）
増減
０
▲３
▲１
０
▲６
▲１
１
１
▲９
０
３
▲６
１
０
０
０
１

▲５

平成２５年
４
９０
２４
１０６
２５
２２
１２
３９
３２２
６７
９０
４７９
１９２
１９
１２
１６
２３９
７１８

平成２４年
４
９３
２５
１０６
３１
２３
１１
３８
３３１
６７
８７
４８５
１９１
１９
１２
１６
２３８
７２３

区 分
部 門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木
計

教 育
消 防
小 計①
病 院
水 道
下水道
その他
小 計②

合 計（①＋②）

一

般

行

政

普

通

会

計

公
営
企
業
等
会
計

（平成 25年４月１日現在）

（平成 25年４月１日現在）

（各年４月１日現在）

※職員数（教育長含）は、平成 25 年度地方公共
団体定員管理調査に基づいて算出しています。

⑴ 期末・勤勉手当

※国と同じ

⑵ 扶養手当

⑷ 通勤手当

（平成 24年度支給割合）

※市長 20％、副市長 5％、議員 3％の給料（報酬）
カットを実施しています。

こ
こ
に
記
載

し
て
い
る
内
容

は
、
総
務
省
が

示
す
統
一
様
式
の
中
か
ら
抜
粋

し
た
も
の
で
す
。

よ
り
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

人
事
課

℡
２３‐

３
０
２
１

（平成 25年４月１日現在）

⑴ 期末・勤勉手当

⑶ 住居手当

７



●
４
方
式
か
ら
３
方
式
へ

広
報
ど
げ
な
か
ね
４
月
号

（
３
月
２０
日
発
行
）
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
国
保

税
の
賦
課
方
式
と
税
率
を
見

直
し
ま
し
た
。
平
成
２６
年
度

か
ら「
資
産
割
」を
廃
止
し
、

他
の
算
定
区
分
の
税
率
を
変

更
し
て
い
ま
す
。

●
賦
課
方
式
改
正
の
影
響

「
資
産
割
」
廃
止
に
よ
っ

て
減
額
し
た
部
分
を
、「
所

得
割
」
の
税
率
を
引
き
上
げ

て
補
う
た
め
、
増
額
と
な
る

世
帯
と
、
減
額
と
な
る
世
帯

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

平等割
世帯単位で賦課

３０，９００円

２９，１００円

均等割
国保加入者数に
応じた賦課

４１，２００円

４０，７００円

資産割
固定資産税額に
応じた賦課

３９．３０％

ー

所得割
前年の所得に
応じた賦課

８．９３％

１１．６２％

算定区分

平成２５年度
（４方式）
平成２６年度
（３方式）

合 計

４０６,９００円

平等割

３０,９００円

均等割

１４８,３００円

資産割

７８,６００円

所得割

１４９,１００円

合 計

３７０,７００円

平等割

２９,１００円

均等割

１４７,６００円

資産割

―

所得割

１９４,０００円

合 計

３４７,９００円

平等割

３０,９００円

均等割

１４８,３００円

資産割

１９,６００円

所得割

１４９,１００円

※子どもの均等割は一人につき 33,100円で計算

Ａさん世帯・Ｂさん世帯の平成２６年度国保税額

平
成
２６
年
度
国
民
健
康
保
険
税

資産割廃止で減った金額
が、所得割変更で増えた金
額より多いため

資産割廃止で減った金額
が、所得割変更で増えた金
額より少ないため

固定資産税額が大きい人は、減額

となり、固定資産税額が小さい人

は、増額になる傾向があります。

３６，２００円の減額

２２，８００円の増額

賦
課
方
式
・
税
率
を
変
更
し
ま
す

モモデデルル世世帯帯でで比比較較

ＡＡささんん世世帯帯

BBささんん世世帯帯

※子どもの均等割は一人につき 32,950円で計算

※子どもの均等割は一人につき 32,950円で計算

夫婦（４０～６４歳）、子ども２人

・所得２００万円(課税標準１６７万円)

夫婦（４０～６４歳）、子ども２人

・所得２００万円(課税標準１６７万円)

※所得割は、所得から基礎控除３３万円を差し引いて計算

・固定資産税 ２０万円

・固定資産税 ５万円

■国民健康保険税賦課方式

Aさん世帯

Bさん世帯

●減額となる世帯

●増額となる世帯

減税となる世帯

３,６２４件（全体の約５８％）
平均減額 １４,８７６円

平成２５年度賦課資料から算出

増額となる世帯

２,５７３件（全体の約４２％）
平均増額 ２３,１８１円

■
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
…
℡
２３‐
３
０
８
４
・
税
務
課
（
市
民
税
）
…
℡
２３‐

３
０
４
０

８８



安
来
市
内
で
平

成
２５
年
に
救
急
車

が
出
動
し
た
件
数

は
１
６
１
３
件
と

過
去
最
多
と
な

り
、
１０
年
前
と
比

べ
て
２
６
９
件
増

加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
救
急

出
動
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
う
ち
医
師
か
ら
軽

傷
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は

５０
・
４
％(

平
成
２４
年)

も
占

め
、
救
急
車
の
不
適
切
な
利

用
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

軽
い
ケ
ガ
な
ど
緊
急
性
の

な
い
救
急
車
の
要
請
が
増
加

す
る
こ
と
で
、
本
当
に
救
急

車
を
必
要
と
す
る
人
に
対
し

て
、
適
正
な
処
置
が
遅
れ
て

し
ま
い
、
救
え
る
命
が
救
え

な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
緊
急
性
の
な
い
場
合

は
、
自
分
で
か
か
り
つ
け
の

医
者
な
ど
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
、
い
つ
も
と
は

違
う
症
状
や
急
に
起
こ
っ
た

症
状
が
あ
る
場
合
は
、
救
急

車
を
呼
び
、
早
め
に
対
応
し

ま
し
ょ
う
。

救
急
車
は
限
り
あ
る
医
療

資
源
で
す
。
一
人
一
人
が
安

心
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
を
目
指
し
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

寄附金の充当事業
（平成２６年度）

史跡富田城跡整
備事業

情報教育機器整
備事業

透析患者送迎自
動車購入事業

ものづくり企業
技術開発等支援
事業

寄 附 金 額
計

８,９５５,０００円
（７５４件）

８,６８０,５００円
（７０４件）

４,３４６,５００円
（３１２件）

２１,６３５,５０１円
（１，５７２件）

６３,７２９円
４３,６８１,２３０円
（３,３４２件）

２５年度

４,３５４,０００円
（３９１件）

４,１１７,５００円
（３７０件）

１,８２３,０００円
（１４５件）

１０,３０６,００１円
（９４４件）

３３,８３２円
２０,６３４,３３３円
（１,８５０件）

２４年度まで

４,６０１,０００円
（３６３件）

４,５６３,０００円
（３３４件）

２,５２３,５００円
（１６７件）

１１,３２９,５００円
（６２８件）

２９,８９７円
２３,０４６,８９７円
（１,４９２件）

寄附の項目
（寄附者が指定）
ふるさとの自然環境
及び景観の保全また
は活用に関すること
子どもの健全育成ま
たはふるさと教育の
推進に関すること

地域医療または福祉
の充実に関すること

指定しない

（基金利子）

合 計

救急車の不適正な利用が
増えています

平
成
２５
年
度

ふ
る
さ
と
寄
附
の
実
績
を
報
告
し
ま
す

〜
件
数
・
総
額
と
も
に
過
去
最
高
〜安

来
市
に
思
い
を
寄
せ
て

く
だ
さ
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
附

を
募
り
、
環
境
保
全
や
子
育

て
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の
事

業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

「
ふ
る
さ
と
寄
附(

納
税)

制

度
」。平

成
２５
年
度
中
に
安
来
市

に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附

金
は
１
８
５
０
件
２
０
６
０

万
５
０
１
円
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
厚

意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

寄
附
金
は
、「
ど
じ
ょ
う

掬
い
の
ま
ち
や
す
ぎ
応
援
基

金
」
に
積
み
立
て
、
そ
の
う

ち
の
１
１
０
０
万
円
を
平
成

２６
年
度
に
行
う
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

後
と
も
、
市
政
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寄附金の内訳と使途

■問い合わせ
警防課
℡２３‐３４０９

実際に救急車が呼ばれた理
由です。本当にを呼ぶべき
か考えてみましょう
・病院に行くと待たされる
・どこの病院に行けばよい
かわからない
・入院、通院のためのタク
シー代わり
・救急車は無料だから
・自分でも病院に行ける
軽いケガ(手足のすり
傷、風邪、虫歯など)

■
問
い
合
わ
せ

定
住
企
画
課

℡
２３‐

３
０
５
９

９９



①
食
材
を
買
う
と
き

・
消
費
期
限
を
確
認
し
て
新

鮮
な
も
の
を
選
ぶ

・
肉
や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品

や
冷
凍
食
品
は
最
後
に
買
う

・
買
い
物
後
は
寄
り
道
を
し

な
い
で
す
ぐ
に
帰
る

②
家
庭
で
の
保
存

・
生
鮮
食
品
は
帰
っ
た
ら
す

ぐ
に
冷
蔵
庫
へ
保
管
す
る

・
冷
蔵
庫
内
は
１０
℃
以
下
、

冷
凍
庫
内
は
マ
イ
ナ
ス
１５
℃

以
下
に
保
つ

・
生
鮮
食
品
を
取
り
扱
う
前

と
後
に
は
必
ず
手
を
洗
う

③
下
準
備

・
調
理
前
は
、
石
け
ん
で
て

い
ね
い
に
手
を
洗
う

・
野
菜
な
ど
の
食
材
を
流
水

で
き
れ
い
に
洗
う

・
生
肉
や
魚
、
卵
を
触
っ
た

ら
手
を
洗
う

・
生
肉
や
魚
を
切
っ
た
ま
な

板
や
包
丁
は
必
ず
洗
っ
て
熱

湯
消
毒
す
る

・
冷
凍
食
品
の
解
凍
は
、
冷

蔵
庫
や
電
子
レ
ン
ジ
で
行
う

・
冷
凍
食
品
は
使
う
分
だ
け

解
凍
し
、
冷
凍
・
解
凍
は
何

度
も
繰
り
返
さ
な
い

④
調

理

・
肉
や
魚
は
十
分
に
加
熱
す

る
（
７５
℃
以
上
で
１
分
間
が

目
安
）

⑤
食

事

・
食
べ
る
前
に
石
け
ん
で
手

を
洗
う

・
作
っ
た
料
理
は
、長
時
間
、

室
温
で
放
置
し
な
い

⑥
残
っ
た
食
品

・
清
潔
な
器
に
保
存

・
保
存
し
て
時
間
が
経
ち
す

ぎ
た
も
の
は
、
思
い
切
っ
て

捨
て
る

・
温
め
直
す
と
き
も
７５
℃
以

上
で
１
分
間
が
目
安

※
腹
痛
・
下
痢
・
血
便
な
ど

の
食
中
毒
の
症
状
が
あ
る
と

き
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

梅
雨
の
時
期
か
ら
９
月
ご
ろ
に
か
け
て
は
、
高
温
多
湿
を

好
む
細
菌
の
活
動
が
活
発
に
な
る
た
め
、
食
中
毒
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

食
中
毒
は
、
毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
す

る
危
険
性
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ

え
、
食
中
毒
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

対
象

安
来
市
に
住
所
を
有

す
る
人
で
次
の
事
項
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
現
在
妊
娠
中
の
女
性
の
夫

②
妊
娠
を
希
望
す
る
夫
婦

③
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

た
だ
し
、
②
③
の
人
は
、
昭

和
３９
年
４
月
２
日
〜
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
が

対
象
。

助
成
額

対
象
と
な
る
予
防

接
種
に
か
か
っ
た
費
用
の
う

ち
４
千
円
。た
だ
し
、か
か
っ

た
費
用
が
４
千
円
に
満
た
な

い
場
合
は
、
そ
の
費
用
の
全

額
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
期
限

平
成
２７
年
３
月

３１
日

申
請
先

市
民
課
④
番
窓
口

（
安
来
庁
舎
）、
子
ど
も
未

来
課（
広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー
）、

伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー
（
伯
太

庁
舎
）

風風
しし
んん
予予
防防
接接
種種
をを
助助
成成
しし
まま
すす

食
中
毒
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

妊
娠
中
に
風
し
ん
に
か
か

る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
先
天
的

に
難
聴
や
白
内
障
な
ど
の
障

が
い
を
引
き
起
こ
す
「
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
」
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
風
し

ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
医
療
機
関
に
予
約
し
て
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

つけない・増やさない・やっつける

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

食中毒予防の３原則

■
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

風
し
ん
抗
体
価
を
無
料
で
検
査
で
き
ま
す

島
根
県
で
は
風
し
ん
抗
体
価
の
無
料
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
松
江
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

■
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
７
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新新着着図図書書紹紹介介

野口英世の母シカ 田中章義
ターミナルタウン 三崎亜紀
神楽坂のマリエ 原 宏一
鼠、危地に立つ 赤川次郎
冬天の昴 あさのあつこ
〈お子さんのほん〉
泥だらけのカルテ 柳原三佳
クビノビックリバコ

いとうひろし

まいない節献残屋佐吉御用帖
山本一力

ナーダという名の少女
角野栄子

持たない暮らし 下重暁子
〈お子さんのほん〉
江戸のお店屋さん 藤川智子
ぐるんぐるんつむじかぜ

アーノルド・ローベル

大人の流儀４ 伊集院静
坐禅ガール 田口ランディ
フェイバリット・ワン

林真理子
父という病 岡田尊司
夢をあきらめない 田島隆宏
〈お子さんのほん〉
おべんとどうぞ 真木文絵
こどもたちへ まどみちお
王さまレストラン 寺村輝夫

働
く
人
に
と
っ
て
、
仕
事

の
充
実
だ
け
で
な
く
、
家
庭

や
趣
味
な
ど
仕
事
以
外
の
充

実
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
生
の

生
き
が
い
や
喜
び
は
倍
増
し

ま
す
。

残
る
男
女
役
割
意
識

近
年
、
女
性
の
社
会
進
出

が
増
え
、
共
働
き
世
帯
が
増

加
し
て
い
ま
す
が
、「
夫
が

外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
や
地

域
で
の
役
割
を
担
う
」
と
い

う
固
定
的
な
性
別
役
割
意
識

や
、
育
児
や
介
護
を
行
う
た

め
の
労
働
環
境
の
整
備
が
不

十
分
な
た
め
、
仕
事
と
家
庭

で
の
両
立
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
誰
も
が

安
心
と
希
望
を
持
て
る
社
会

に
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

た
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

家
庭
や
職
場
で
話
し
合
お
う

そ
の
た
め
、
職
場
で
は
、

子
育
て
や
介
護
な
ど
個
人
の

状
況
に
応
じ
た
働
き
方
が
で

き
る
体
制
を
整
え
、
家
庭
で

は
、
家
族
で
子
育
て
や
介
護

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
、
女

性
が
能
力
を
十
分
発
揮
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
し
ょ
う
。

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３７－００５０

ち
ょ
こ
っ
と
男
女
共
同
参
画
①

こ
ど
も
読
書
会
会
員
募
集

〜
み
ん
な
で
幸幸
せせ
のの
明明
日日
を
築
く
た
め
に
〜

安
来
市
立
図
書
館
で
は
、
お

子
さ
ん
が
他
の
小
学
校
の
友
だ

ち
や
学
年
の
違
う
子
ど
も
た
ち

と
交
流
を
深
め
た
り
、
季
節
の

行
事
を
通
し
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
子
ど
も
読
書

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

内
容

課
題
図
書
の
感
想
な
ど

意
見
交
換
会
、
図
書
・
絵
本
・

ス
ト
ー
リ
ー
テ
ー
リ
ン
グ
な
ど

の
お
は
な
し
会
、
七
夕
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど

日
時

毎
月
第
２
土
曜
日
９
時

３０
分
〜
１１
時
３０
分

場
所

安
来
市
立
図
書
館
、
安

来
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
生

申
込
方
法

安
来
市
立
図
書
館
、

ひ
ろ
せ
・
は
く
た
各
図
書
室
に

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
年
会
費
１
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

安
来
市
立
図
書

館

℡
２２‐

２
５
７
４

今今回回ののテテーーママ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

働
く
す
べ
て
の
人
が
、「
仕
事
」
と
育
児
や
介
護
、
趣
味

や
学
習
、
休
養
、
地
域
活
動
と
い
っ
た
「
仕
事
以
外
の
生

活
」
と
の
調
和
を
と
る
働
き
方
・
生
き
方
。

℡３２－４４５５℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

■
問
い
合
わ
せ

人
権
施
策
推
進
課

℡
２３‐

３
０
９
５
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牛馬の守り神として知られ、県外の畜産農家か
らも信仰を集めている縄久利神社（広瀬町東比
田）で４月２４日、花傘神事が行われました。
この神事は、県内では珍しく、傘の上に色とり

どりの造花や餅などで飾りつけた花傘が使用され
ます。花傘は直径約３㍍もあり、竹で傘の形に組
まれています。合図とともに３基の花傘が立てら
れると青い空に華やかで大きな花傘が見事に映え
ました。神事が終わり、花傘がゆっくりと倒され
ると、待ち受けた参拝客らは一斉に駆け寄り花を
取り合っていました。この花は、家畜の無病息災
を願い、牛舎等に飾られます。

NHK大河ドラマの時代考証なども手がけ、戦国
時代の日本史研究家として著名な小和田哲男氏（静
岡大学名誉教授）が 4月 17 日、首都圏の歴史ファ
ン42人のガイド役として月山富田城跡を訪れました。
このツアーは、生涯学習を目的に㈶北野生涯教育
振興会が企画。一行は、太鼓壇から山中御殿、山頂
まで歩き、地形を使った仕掛けや、山中鹿介の逸話
など小和田氏の解説を聞きながら、城の魅力を体感
しました。
小和田氏は、旅行雑誌の企画で、月山富田城を日
本の美しい城の第 3位にするなど高く評価してお
り、「戦うための戦国の山城。天然の
地形をうまく利用している」と話して
いました。

月月山山富富田田城城のの模模型型前前でで解解
説説すするる小小和和田田氏氏((左左))

１２



「ハガネのまち」として歴史を刻んできた安
来市。第１９回やすぎ刃物まつりを５月３日・４
日に開催しました。会場となった大市場商店街
周辺や和鋼博物館などでは、2万 4千人の来場
者であふれました。
安来で生産されるハガネは「ヤスキハガネ」
と呼ばれる高級特殊鋼で、世界中のさまざまな
製品に使用されています。まつりでは、刃物の
里帰りと称し、全国の産地からやってきた多く
の刃物が店先に並びました。

和鋼博物館では、ＮＨＫ大河ド
ラマ「軍師官兵衛」に登場する
母里太兵衛ゆかりの「日本号」
(複製)を展示。（６月３日まで）

刃物・砥石業者など４２社が軒を連ね、両日ともおおにぎわい。

木材をナイフで削り、最後に紙ヤス
リで仕上げてオリジナルのお箸を
作った木工ワークショップ「マイ箸
づくり」。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

刃物を買い求める人。

アウトドアナイフショー。

懐かしいあの名車が一堂に
介したクラシックカースト
リート。(３日のみ)

人気の包丁研ぎコー
ナー。第１回から包丁研
ぎに従事されている山中
禎二さん（９３歳）には、
感謝状が贈られました。
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自然豊かな山佐ダム周辺で「山奥のたのしい
課外授業」があり、訪れた約千人がうららかな
陽気の中、アートや自然に親しみました。
4月 29 日に開かれたこの催しは、20 代～５0
代の有志で作る「yamasa club」が、山佐地区
の住民が楽しめ、地区外の人とも交流するため
に企画。地元バンドによる野外ライブや、サク
ラの木からとった染料で染めたハンカチ制作、
夢を描いた絵をプリントしたTシャツづくり
など多彩な催しが行われました。広い会場内で
は、ボール遊びや楽器を演奏する人なども見ら
れ、来場者はアートに触れながら自然の中での
んびりと過ごしていました。

４月 28 日、赤屋バスターミナルで、交通安全
意識の高揚とイエローバスの利用促進を目的にバ
スの安全教室が開催され、赤屋小学校の児童ら 26
人が、交通安全やルールについて学習しました。
教室では、市の担当者から乗車中のマナーや乗
り方について学んだ後、実際にバスに乗車して学
習。運転席に座って運転士が見えない「死角」を
確認したり、バスの内部を見学したりするなど、
児童たちは楽しくバスについて理解を深めまし
た。

こ はら な ち

参加した小原己知さん（６年）は「運転士から
見えない場所があるとは思わなかった」と驚いた
様子でした。

地域の消防や防災の重要な役割を担う消防団
の平成 26 年度入退団式が 4月 13 日、安来中央
交流センターで行われました。
式典では、勤続 10 年以上の退団者に感謝状が
贈られたほか、入団者を代表して宇賀荘分団の
山田賢人さんが、「忠実に消防業務を遂行しま
す」と力強く宣誓しました。式典後、入団者は
消防本部に場所を移し、消防署員の指導を受け
ながら敬礼や消防ホースの巻き取りなどを行
い、早速訓練に励んでいました。
安田分団に入団した木下達也さんは、「消防団
は地域と密着した重要なもの。地域のためにが
んばりたい」と力強く話しました。今今年年度度はは入入団団者者４４６６人人でで退退団団者者はは４４９９人人。。

（右）自分で柄をデザインしてオ
リジナルのハンカチを制作。
（下）ステージイベントのクイズ
を楽しむ子どもたち
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恒例の春のイベント「はくたチューリップ祭」
が５月１３日に市役所伯太庁舎周辺で開催され、
１万８千人を超える人でにぎわいました。
まさに見ごろとなった花畑では、チューリッ
プが昨年より５万本程多い約６０万本が咲き誇
り、さまざまなポーズで写真に収める姿や、気
に入った花を買い求める姿などが見られまし
た。会場では、安来市出身のものまねタレント
み る か

美留香さんのライブや安来節公演、伯太中学校
吹奏楽部演奏、地元の特産品販売などもあり、
訪れた人たちは春の１日を満喫していました。

リング上で華麗な技をぶつけ合うプロレスで地
元を盛り上げようと、4月 20 日に開催された広
瀬プロレス祭りを企画し、自らもメーンイベント
にレスラーとして登場したのは、ALLマイティー
井上こと井上一さん（松江だんだんプロレス所
属）です。
地元・広瀬町で自動車販売業を営む井上さんは、

大のプロレス好きが高じて、平成２４年 6月に、社
会人プロレス団体「松江だんだんプロレス」に入
団。格闘技の経験はありませんでしたが、入団し
て 3ヵ月で試合のリングに立ち、昨年は２２回の興
行で２１試合に出場するなど、今では看板レスラー
として活躍しています。
ファイティングスタイルは、一人昭和プロレス
と言われるほど、どこか懐かしい薫りの漂う正統
派。派手な技は少なめですが、体重 100 ㌔を超
える巨体を生かし、倒れている相手選手をめがけ
て背中から落ちる技・セントーンを得意技とし
て、感情を前面に出したスタイルで観客を沸かし
ています。
井上さんの強い思いで開催された広瀬プロレス
祭りには、約 500 人の観衆が集まりました。倒
されるたびに大きく雄たけびを上げ、何度も立ち
上がる井上さんの姿に会場は大きく沸きました。
「仕事の傍ら、練習や興行の準備・宣伝など、忙
しい中で何でもしなくてはならない。そうやって
開く試合だから全力で戦う。それが戦う姿に現
れ、お客さんが喜んでくれるのがモチベーショ
ン。その手応えがある限り、プロレスを続けたい」
と笑顔で話します。

▼

常
に
全
力
で
試
合
に
挑
む
ス

タ
イ
ル
に
フ
ァ
ン
も
多
い
井
上

さ
ん
（
右
※
写
真
は
５
月
３
日
、

和
鋼
博
物
館
で
の
興
行
）。

大
好
き
な
プ
ロ
レ
ス
で

地
域
を
盛
り
上
げ
た
い

地元・広瀬でプロレス興行を実現

はじめ

井 上 一 さん
（広瀬町広瀬）
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公
共
下
水
道
等
の
計
画
区
域
外

と
な
る
浄
化
槽
整
備
区
域
に
お
い

て
、
水
洗
化
を
希
望
さ
れ
る
世
帯

に
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
す
。

工
事
期
間
は
２
週
間
程
度
で
す

が
、
施
工
業
者
の
選
定
な
ど
が
必

要
と
な
り
、
申
請
か
ら
完
了
ま
で

２
〜
３
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
宅
内
の
排
水
を
浄
化
槽

に
接
続
す
る
設
備
（
排
水
設
備
）

の
工
事
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
施

工
す
る
業
者
は
、
申
請
者
が
市
の

指
定
工
事
店
の
中
か
ら
選
定
し
、

工
事
費
は
申
請
者
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
市
へ
の
手
続
き
な

ど
は
、指
定
工
事
店
が
代
行
し
ま
す
。

※
平
成
２６
年
度
申
請
受
付
は
、9
月
末

ご
ろ
に
締
め
切
り
ま
す
。
浄
化
槽
の

数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。（
５０
基
）

公
共
下
水
道
の
計
画
区
域
で

も
、
当
分
の
間
（
お
お
む
ね
７
年

以
上
）
整
備
が
見
込
ま
れ
な
い
地

域
で
は
、
浄
化
槽
を
自
ら
設
置
す

る
個
人
や
事
業
所
な
ど
に
対
し
、

設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

こ
の
場
合
も
宅
内
の
排
水
設
備

工
事
が
必
要
で
す
。
市
へ
の
申
請

手
続
き
な
ど
は
、
指
定
工
事
店
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
浄
化
槽
整
備
区
域
で

あ
っ
て
も
、
こ
の
補
助
制
度
を
利

用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
際
は
、
事
前
に
下
水
道

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
２６
年
度
の
申
請
受
付
は
、

１１
月
末
ご
ろ
に
締
め
切
り
ま
す
。

補
助
金
の
額

・
５
人
槽
…
３３
万
2
千
円

・
７
人
槽
…
４１
万
４
千
円

・
１０
人
槽
…
５４
万
8
千
円

申
請
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
も
の

・
受
益
者
分
担
金
…
２０
万
円

・
宅
内
排
水
設
備
の
工
事
費
…
指

定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
下
水
道
使
用
料
…
水
道
使
用
量
に
応

じ
て
算
定
し
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
に
際
し
、
汲
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
資
金

に
つ
い
て
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て

い
ま
す
。

融
資
の
内
容
な
ど

・
融
資
限
度
額
…
１
０
０
万
円

（
大
便
器
の
数
・
改
造
状
況
に
応
じ

て
、
最
高
２
０
０
万
円
）

・
返
済
期
間
…
６０
カ
月
以
内

・
貸
付
利
率
…
年
1.5
パ
ー
セ
ン
ト

※
保
証
人
１
人
が
必
要
で
す
（
市
内
在

住
で
生
計
を
別
に
す
る
人
）

〜
公
共
下
水
道
等
の
計
画
区

域
を
除
く
「
浄
化
槽
整
備
区

域
」
が
対
象
で
す
〜

水
洗
化
を
希
望
さ
れ
る
世
帯
に

市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
す

市では、生活環境の改善や、生活排水による河川などの水質汚
濁を防ぐため、本年度も計画的に下水道工事を行います。
中でも、経済的で短期間に整備ができる浄化槽の設置を促進し
ています。

■問い合わせ…下水道課 ℡２３‐３１０５

水
洗
便
所
改
造
資
金
の

融
資
制
度

〜
当
分
の
間
、
整
備
が
見
込
ま
れ

な
い
公
共
下
水
道
計
画
区
域
、
浄

化
槽
計
画
区
域
が
対
象
で
す
〜

浄
化
槽
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す

つつななごごうう!! 下下水水道道
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平
成
２６
年
度
の
市
民
税
・
県
民

税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

●問
▽
課
税
に
つ
い
て

税
務
課
℡
２３‐

３
０
４
０

▽
納
付
に
つ
い
て

納
税
課
℡
２３‐

３
０
４
３

平
成
２６
年
度
の
市
民
税
・
県

民
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税

の
納
税
通
知
書
を
６
月
１３
日
に

発
送
し
ま
す
。
初
回（
第
１
期
）

の
納
期
限
は
６
月
３０
日
㈪
で
す

の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会

●問
選
挙
管
理
委
員
会

℡
２３‐

３
１
３
５

任
期
満
了
に
と
も
な
う
安
来

市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

に
お
け
る
立
候
補
予
定
者
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

日
時

６
月
５
日
㈭
１４
時
〜

場
所

安
来
中
央
●交

※
選
挙
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。

告
示
日

６
月
２９
日
㈰

投
票
日

７
月
６
日
㈰

選
挙
に
つ
い
て
は
次
号
（
６
月

２０
日
発
行
）
で
詳
し
く
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦

覧●問
選
挙
管
理
委
員
会

℡
２３‐

３
１
３
５

登
録
対
象
者

平
成
６
年
６
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
２６
年
３
月
１
日
ま
で
に
住

民
登
録
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
安
来
市
に
居
住
し

て
い
る
人
。

縦
覧
期
間

６
月
３
日
㈫
〜
６

月
７
日
㈯
８
時
３０
分
〜
１７
時

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
安
来
●庁
）

異
議
申
出

登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
の
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
縦
覧
期
間

中
に
異
議
の
申
出
書
を
選
挙
管

理
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
等
の
現
況
届
は
、

６
月
３０
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い

●問
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
３
６
０

農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年

金
や
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
の
用

紙
は
、
５
月
に
農
業
者
年
金
基

金
か
ら
受
給
者
宛
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

提
出
期
間

６
月
２
日
㈪
〜
６

月
３０
日
㈪

提
出
先

農
業
委
員
会（
伯
太
●庁
）、

市
民
課
（
安
来
●庁
）
、
広
瀬
・

伯
太
各
●地
（
広
瀬
・
伯
太
各
●庁
）

そ
の
他

届
の
提
出
が
な
い
場

合
、
１１
月
の
支
払
い
か
ら
提
出

す
る
ま
で
の
間
、
支
払
い
が
停

止
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

安
来
市
戦
没
者
追
悼
式

●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
１

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者

の
慰
霊
と
、
平
和
を
願
う
市
民

の
強
い
決
意
を
表
し
ま
す
。

日
時

６
月
２３
日
㈪
１４
時
〜

場
所

安
来
市
民
会
館

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

行行

政政

提出期限 ６月３０日㈪
提 出 先 福祉課（広瀬●庁）、市民課④窓口（安来●庁）、伯太

●地（伯太●庁）※児童福祉施設および里親につい
ては福祉課（広瀬●庁）へ提出してください。

注意事項 ▽平成２６年１月１日現在の住所地が、安来市
外にある支給対象者およびその配偶者につい
ては、その住所地において平成２６年度課税所
得証明書の交付を受けてください。

▽公務員の人は、勤務先へ提出してください。

支給額 ・３歳未満…月額１万５千円
・３歳～小学生（第１子、第２子）…月額１万円

（第３子以降）…月額１万５千円
※子どもの人数は１８歳になって最初の３月
３１日を迎える子どもから数えます。

・中学生…月額１万円

中学校修了前の児童を養育している人は、児童手当が
支給されます。受給するには、現況届の提出が毎年必要
です。関係書類を５月末に手当を受けている人に発送し
ます。

●問福祉課 ℡２３‐３２１１
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有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
に

対
す
る
補
助
金

●申
●問
農
林
振
興
課

℡
２３‐

３
３
３
２

次
の
条
件
に
該
当
す
る
有
害

鳥
獣
対
策
に
対
し
、
装
置
購
入

費
の
１
０
０
分
の
５０
以
内
の
額

を
補
助
し
ま
す
。（
上
限
あ
り
）

対
象

▽
市
内
で
農
地
を
有
す

る
ま
た
は
、
維
持
管
理
を
す
る

農
林
作
物
生
産
者

▽
農
林
作

物
生
産
者
を
有
す
る
集
落
組
織

▽
営
農
集
団
。

対
象
地

市
内
農
地
（
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
な
ど
、

ほ
か
の
補
助
制
度
の
受
益
農
地

を
除
く
）

内
容

鳥
類
や
獣
類
被
害
防
止

対
策
の
た
め
の
防
護
壁
・
柵
・

支
柱
・
網
や
電
気
牧
柵
、
爆
音

機
な
ど
（
平
成
２６
年
９
月
３０
日

ま
で
に
設
置
し
た
も
の
）
※
お

り
、
わ
な
、
爆
音
機
の
ガ
ス
ボ

ン
ベ
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。

申
請
期
限

１０
月
３１
日
㈮

そ
の
他

申
請
書
は
農
林
振
興

課（
伯
太
●庁
）、総
合
案
内
（
安

来
●庁
）
、
広
瀬
●地
（
広
瀬
●庁
）

に
設
置
。

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
と
商

業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
７

国
内
の
事
業
所
・
企
業
の
産

業
や
規
模
の
基
本
的
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

７
月
１
日
現
在
で
全
国
の
事
業

所
・
企
業
を
対
象
と
し
て
行
う

大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

県
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調
査

員
が
６
月
中
旬
頃
か
ら
対
象
と

な
る
調
査
区
内
を
巡
回
し
ま

す
。
調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他

調
査
の
際
に
は
、
調

査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

公
用
車（
バ
ス
）を
公
売
し
ま
す

●申
●問
▽
車
両
に
関
す
る
こ
と

・
市
民
参
画
課
℡
２３‐

３
０
６
９

▽
入
札
に
関
す
る
こ
と

・
管
財
課
℡
２３‐

３
０
３
０

次
の
車
両
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

公
売
車
両

①
広
域
生
活
バ
ス
平
成
１２
年
式
、

走
行
距
離
約
７４
万
1
千
㌔

②
広
域
生
活
バ
ス
平
成
１２
年
式
、

走
行
距
離
約
８３
万
2
千
㌔

③
広
域
生
活
バ
ス
平
成
１０
年
式
、

走
行
距
離
約
７２
万
８
千
㌔

申
込
締
切

６
月
１３
日
㈮

入
札
日

６
月
２０
日
㈮

場
所

安
来
中
央
●交
第
６
会
議
室

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・たばこは、布団やベッドの上では絶対に吸わな
いようにしましょう。
・たばこは、投げ捨てずに灰皿に捨て、吸い殻を
ためず定期的に捨てるようにしましょう。
・吸い殻を捨てる際に水をかけ、完全に消えてい
ることを確認してから捨てましょう。

・コンロから離れる際は、必ず火を消しましょう。
・コンロの周りに燃えやすい物を置かないように
しましょう。
・換気扇や壁、魚グリルなどは定期的に掃除しま
しょう。

春先から空気が乾燥し、風が強く火災が発生しやすい気象状態が続きます。
平成２５年度中に市内で発生した火災は２２件でした。そのうち５月と６
月に８件の火災がありました。火の取り扱いに十分注意するとともに、外出
前、就寝前には戸締まりと、いま一度火の元の点検を行いましょう。また、
日ごろから、家族や職場などで火災予防について話し合い、防火意識を高め
ましょう。

乾燥する季節です

火の元に注意して火災を予防しましょう

●問予防課 ℡２３‐３４２６

▼公売予定車両
①

②

③

●火災予防のポイント

１８



平
成
２６
年
度
狩
猟
免
許
試
験
の

実
施

●申
●問
▽
試
験
に
つ
い
て

島
根
県
鳥
獣
対
策
室

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
１
６
０

▽
事
前
講
習
会
に
つ
い
て

島
根
県
猟
友
会

℡
０
８
５
２‐
２２‐
４
１
２
９

●●
免
許
取
得
試
験

日
時

８
月
３
日
㈰
９
時
〜

場
所

県
庁
会
議
室

●●
免
許
取
得
の
た
め
の
事
前
講

習
会

日
時

７
月
１３
日
㈰
9
時
〜

場
所

安
来
中
央
●交

２
０
１
４
北
東
ア
ジ
ア
交
流
の

翼
in
し
ま
ね
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
募
集

●申
●問
島
根
県
環
境
生
活
部
文

化
国
際
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
６
５
４

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ご
家
庭

を
募
集
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

８
月
２

日
㈯
〜
８
月
４
日
㈪
の
２
泊
３

日受
入
青
年

中
国
、
ロ
シ
ア
、

韓
国
の
１８
歳
か
ら
３０
歳
の
男
女

募
集
締
切

７
月
４
日
㈮

そ
の
他

▽
一
つ
の
家
庭
の
受

入
数
は
１
名
で
す

▽
集
合
と

解
散
の
場
所
が
、
松
江
市
ま
た

は
出
雲
市
に
な
る
た
め
、
送
迎

が
必
要
で
す
。

市
民
憲
章
策
定
の
た
め
の
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
を
行
い
ま
す

●申
●問
市
民
参
画
課

℡
２３‐

３
０
６
７

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で

多
く
の
人
の
意
見
を
引
き
出
す

こ
と
の
で
き
る
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
の
手
法
を
用
い
て
、
み
な

さ
ん
で
楽
し
く
安
来
の
将
来
像

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

日
時

５
月
３１
日
㈯
１０
時
〜

場
所

安
来
中
央
●交
講
義
室

申
込
締
切

５
月
２８
日
㈬

※
当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま

す
。

労
働
保
険
の
年
度
更
新
等
の
お

知
ら
せ（
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
）

●問
島
根
労
働
局

℡
０
８
５
２‐

２０‐

７
０
１
０

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
に
加
入
し
て
い
る
事

業
主
は
、
年
度
更
新
（
申
告
・

納
付
）
の
手
続
き
を
、
平
成
２６

年
度
に
お
い
て
は
６
月
１
日
㈰

か
ら
７
月
１０
日
㈭
ま
で
の
間
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
度
更
新
等
の
手
続

き
を
正
し
く
行
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
県
内
各
地
で
相
談
受
付

を
開
催
し
ま
す
。
（
安
来
市
内

で
の
開
催
は
次
の
と
お
り
で
す
）

日
時
・
場
所

６
月
１６
日
㈪
・

７
月
４
日
㈮
１０
時
３０
分
〜
１５
時
、

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

●●
便
利
な
電
子
申
請
・
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

労
働
保
険
の
年
度
更
新
や
所

在
地
等
の
変
更
手
続
き
な
ど
は

電
子
申
請
が
ご
利
用
で
き
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
２４

時
間
い
つ
で
も
手
続
き
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
労
働
保
険
料
お
よ
び

一
般
拠
出
金
の
納
付
は
、
口
座

振
替
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ご
希
望
の
場
合

は
、
所
定
の
申
込
書
を
金
融
機

関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

個人情報
１件
１件

情報公開
７件
７件

受 付
公 文 書

個人情報
１件
０件
０件
０件
０件

情報公開
４件
０件
２件
０件
１件

種類
公 開
部分公開
非 公 開
却 下
本人取下

個人情報
１件

情報公開
６名請求権者

個人情報
１件
０件
０件
０件

情報公開
４件
１件
１件
１件

課名
高齢者安心課
税 務 課
市 民 課
市民参画課

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

非公開のうち１件は、文書不存在のため

公文書情報公開・個人情報開示
請求の状況をお知らせします

●問総務課 ℡２３‐３０１９

２２．．公公開開のの請請求求にに対対すするる決決定定状状況況

３３．．請請求求者者ななどどのの状状況況

４４．．請請求求担担当当課課別別状状況況

５５．．異異議議申申立立てて
０件

平成２５年度

１１．．請請求求件件数数

１９



乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐
３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

６
月
１２
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

６
月
１２
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

６
月
２６
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２４
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

６
月
２６
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
当
日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

６
月
１８
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
１２
カ
月
〜
２４
カ
月
児
対
象

日
時

６
月
３
日
㈫
９
時
４５
分

〜
１０
時
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

５
月
３０
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」

（
４
か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、

参
加
費
１
０
０
円
、お
て
ふ
き
、

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
５
カ
月
〜
６
カ
月
児
、
９
カ

月
〜
１１
カ
月
児
対
象

日
時
・
場
所

６
月
２４
日
㈫

▽
５
〜
６
カ
月
児
…
９
時
４５
分

〜
１０
時
（
受
付
時
間
）
▽
９
〜

１１
カ
月
児
…
１３
時
３０
分
〜
１３
時

４５
分
（
受
付
時
間
）
広
瀬
●健

申
込
期
限

６
月
２０
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」

（
４
か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、

参
加
費
１
０
０
円
、お
て
ふ
き
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
座
〜
歯
医
者
さ

ん
に
聞
い
て
み
よ
う
〜

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
幼
児
期
に
か

け
て
の
歯
に
つ
い
て
、
歯
科
医

師
が
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

６
月
１０
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

そ
の
他

託
児
あ
り（
要
予
約
）。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
母
さ
ん
の
た
め
の
ア
ロ
マ
セ

ラ
ピ
ー
講
座

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

ほ
ん
の
ひ
と
と
き
お
母
さ
ん

が
育
児
か
ら
離
れ
、
ほ
っ
と
で

き
る
時
間
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

６
月
２３
日
㈪
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

持
ち
物

洗
面
器
、
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
２
枚
。

そ
の
他

託
児
あ
り（
要
予
約
）。

幼
児
期
の
歯
に
つ
い
て
の
お
話

会
「
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
歯

で
い
る
た
め
に
！
」
（
無
料
）

●問
つ
ど
い
の
広
場

℡
２３‐

７
０
５
０

お
子
さ
ん
の
「
歯
」
に
つ
い

て
、
悩
み
や
心
配
、
お
困
り
ご

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
歯
科
衛

生
士
が
、
生
活
全
般
の
お
話
と

個
別
指
導
を
し
ま
す
。
ま
だ
歯

の
生
え
て
い
な
い
お
子
さ
ん
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所

６
月
２７
日
㈮
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
つ
ど
い
の
広

場
（
親
子
●交
内
）

持
ち
物

子
ど
も
の
歯
ブ
ラ

シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
。

０
歳
の
会
「
小
児
科
の

先
生
に
聞
い
て
み
よ
う
」

●申
●問
つ
ど
い
の
広
場

℡
２３‐

７
０
５
０

小
児
科
の
先
生
が
子
ど
も
の

病
気
や
ケ
ガ
の
対
処
法
、
予
防

接
種
な
ど
の
お
話
を
さ
れ
ま

す
。

日
時
・
場
所

６
月
２５
日
㈬
１３

時
３０
分
〜
１５
時
００
分
、
つ
ど
い

の
広
場
（
親
子
●交
内
）

講
演
会
「
乳
幼
児
の
食
事
に
つ

い
て
」（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
や
す
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

７
０
５
０

離
乳
食
や
幼
児
食
、
メ
ニ
ュ

ー
、
味
付
け
な
ど
お
子
さ
ん
の

食
事
の
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。

食
事
づ
く
り
の
考
え
方
や
ヒ
ン

ト
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

６
月
１７
日
㈫
１０

時
〜
１２
時
、
や
す
ぎ
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー（
親

子
●交
内
）

講
師

食
の
ア
ト
リ
エ
b
e
n
e

伊
藤
孝
子
氏
。

申
込
期
限

６
月
６
日
㈮

そ
の
他

託
児
あ
り（
要
予
約
）。

保保

健健

２０



安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐
１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

６
月
９
日
㈪
・
１６
日
㈪
・

２３
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
ワ
ー
ド
初
級
コ
ー
ス

日
時

６
月
２４
日
㈫
〜
６
月
２７

日
㈮
の
４
日
間

９
時
３０
分
〜

１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
が
で

き
る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人

（
５
人
以
上
で
開
講
）
▽
要
申

込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

②
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
基
礎
夜
間

コ
ー
ス

日
時

６
月
２４
日
㈫
〜
７
月
１１

日
㈮
の
間
の
㈫
・
㈮（
６
日
間
）、

１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
は
貸
し
出
し
ま
す
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
が
で

き
る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人

（
５
人
以
上
で
開
講
）
▽
要
申

込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
１２
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料

一
人
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）
。

そ
の
他

▽
日
時
、
人
数
、
講

習
内
容
は
相
談

▽
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
不
要
。

●●
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

再
就
職
に
向
け
て
介
護
職
員

初
任
者
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

の
資
格
取
得
が
目
標
。
パ
ソ
コ

ン
の
基
礎
が
学
べ
ま
す
。

期
間

９
月
２
日
㈫
〜
１１
月
２８

日
㈮
原
則
９
時
〜
１７
時（
土
日
・

祝
日
を
除
く
３
カ
月
。
５
日
間

の
職
場
実
習
を
含
む
）

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

募
集
開
始

６
月
３０
日
㈪
か
ら

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

・
総
合
保
険
料
は
個
人
負
担
）

そ
の
他

定
員
１５
人
▽
雇
用
保

険
受
給
者
は
訓
練
修
了
ま
で
基

本
手
当
な
ど
が
支
給
▽
訓
練
受

講
給
付
金
も
対
応
。

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

安
来（
℡
２２‐

２
５
４
５
）

教教
室室
・・
講講
座座

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

日 時 ６月～11月の第１土曜日
13時 30分～15時 30分

場 所 和鋼博物館 映像ホール
受講申込 自由参加制ですが、継続的な出席をお願いします。
内 容

第１回（６月７日㈯）
講演…広瀬の新発見史料を読む～広瀬松平家譜 “十代藩主
直巳系譜” にみる長州戦争と広瀬藩～

講師…岡宏三氏（島根県立古代出雲歴史博物館専門学芸員）
第２回（７月５日㈯）
講演…母里藩における幕末維新期の教育について

ごうこう

～大塚郷校と医学校の成立を中心に～
講師…梶谷光弘氏（松江歴史館専門官・島根大学医学部特任教授）
第３回（８月２日㈯）
講演…安来の石造物について

ほうきょういんとう い た ひ

～五輪塔・宝篋印塔・板碑など～
講師…今岡稔氏（島根考古学会幹事・石造物研究家）
第４回（９月６日㈯）
講演…出雲国風土記のお宝を探る
～比田はなぜ仁多郡だったのか～

ふ み こ

講師…川島芙美子氏（風土記を訪ねる会代表・郷土作家）
第５回（11月1日㈯）
講演…近世安来の物産と流通 その栄枯盛衰をたどる
講師…鳥谷智文氏（松江工業高等専門学校准教授）
第６回（12月６日㈯）
講演…安来地方の茶道文化～中世尼子茶道から宗藩茶道へ～

ふまい

講師…樋野俊晴氏（不昧流大円会講師・雲州茶道研究家）

●問安来市立図書館 ℡２２‐２５７４

（全６回）

安来市にまつわる歴史や文化、芸術な
ど広く学べる講座です。（受講無料）

平成２６年度図書館歴史講座
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早
期
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の

た
め
の
技
能
講
習「
ク
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
養
成
講
習
」（
受
講
無
料
）

●申
●問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
１
２
０‐
７８‐

１
１
４
２

実
習
に
加
え
、
就
活
支
援
セ

ミ
ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
会
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
技
能
講
習
で

す
。
昨
年
度
は
約
６５
％
の
人
が

早
期
に
就
職
し
ま
し
た
。

日
時

６
月
１７
日
㈫
〜
２７
日
㈮

（
平
日
の
９
日
間
）
１０
時
〜
１６
時

申
込
期
限

６
月
３
日
㈫

定
員

１５
人
。

※
５５
歳
以
上
の
人
が
対
象
。
主

会
場
は
、
い
ず
れ
も
島
根
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
松
江
市
西
川
津
町
）
。

結
婚
相
談
や
す
ぎ
「
は
ぴ
こ
の

部
屋
」
（
無
料
）

●問
定
住
企
画
課

℡
２３‐

３
０
５
９

独
身
男
女
を
対
象
に
し
た
結

婚
相
談
で
す
。
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
７
日
㈯
１０
時
〜
１２

時場
所

和
鋼
博
物
館
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

合
同
行
政
相
談
所
（
無
料
）

●問
島
根
評
価
事
務
所

℡
０
８
５
２‐

２１‐

３
６
３
０

行
政
や
法
律
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
各
機
関
の
専
門
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

６
月
１７
日
㈫
１０
時
〜
１５
時

場
所

安
来
中
央
●交
講
義
室

参
加
機
関

松
江
地
方
法
務

局
、
松
江
国
道
事
務
所
、
島
根

県
、
安
来
市
、
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
行
政
書
士
、
行
政
相
談

員
、
行
政
評
価
事
務
所
。

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
松
江
地
方
法
務
局

℡
０
８
５
２‐

３２‐

４
２
０
０

日
時
・
場
所

５
月
２９
日
㈭
１７

時
３０
分
〜
２０
時
・
松
江
テ
ル
サ

４
階
（
Ｊ
Ｒ
松
江
駅
前
）

相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
売

買
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
こ

と
、
会
社
設
立
、
土
地
の
境
界

問
題
、
家
庭
内
の
も
め
事
、
近

隣
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
戸
籍
の

問
題
や
国
籍
の
取
得
、
任
意
の

後
見
契
約
な
ど
。

※
相
談
に
は
、
法
務
局
職
員
や

公
証
人
が
応
じ
ま
す
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

·

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時

６
月
５
日
㈭
・
１０
日
㈫
・

１９
日
㈭
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

場
所

松
江
保
健
所（
松
江
市
）

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
安
来
中
央
●交
…

９
時
〜
１６
時
、
▽
社
会
福
祉
協

議
会
℡
２３‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会

場
…
１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相

談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１６

時
、
広
瀬
会
場
９
時
〜

１２
時

▽
い
き
い
き
健

康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）

▽
１１
時
〜
１６
時

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５

２‐

３３‐

７
７
１
０

イイ
ベベ
ンン
トト

第第６６回回 よよりり良良いい消消費費生生活活ののたためめのの集集いい

消費者トラブルの対処法や未然防止について、講
演やユーモアあふれる寸劇・解説などをとおし、楽
しくわかりやすく紹介します。お誘いあわせのう
え、お出かけください。（入場無料）

第２部
●落語 桂 吉弥さん

（安来市ふるさと大使）
※未就学児の入場はご遠慮ください

団長・藤原誠氏

●啓発講演
講師…柴山慶太弁護士
演題…その話大丈夫ですか？

～だまされないために、
そしてだまされたときのために～

●問市民相談室 ℡２３‐３０６８

第１部
●悪徳商法の寸劇
講師…あいあい劇団
演題…振り込まない振り込め詐欺

相相

談談

日時 ６月１日㈰ 13時 30分～
場所 安来市民会館大ホール
内容
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吉
田
ほ
た
る
祭
り

●問
吉
田
ほ
た
る
祭
り
実
行
委
員
会

℡
２７‐

０
３
２
５

ホ
タ
ル
の
生
息
地
と
し
て
知

ら
れ
る
吉
田
川
で
は
、
こ
の
時

期
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
、

蛍
光
色
を
ほ
の
か
に
と
も
し
な

が
ら
川
辺
を
飛
び
交
う
幻
想
的

な
光
景
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

期
間

６
月
１２
日
㈭
〜
１６
日
㈪

（
イ
ベ
ン
ト
は
１４
日
㈯
）

場
所

吉
田
●交
周
辺

内
容

▽
期
間
中
…
ホ
タ
ル
や

環
境
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

▽
イ
ベ
ン
ト
日
（
１４
日
）
…
そ

う
め
ん
流
し（
１８
時
３０
分
〜
）
、

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー（
１９
時
〜
）
、

広
場
で
は
出
店
あ
り（
夕
刻
〜
）

第
２０
回
地
域
交
流
会
「
出
会
い

励
ま
し

支
え
合
い
」

●問
安
来
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
℡
２３‐

０
３
５
７

日
時
・
場
所

６
月
２１
日
㈯
１３

時
〜
１５
時
、
安
来
市
民
会
館

内
容

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
で
安
来
市
ふ
る
さ
と
大
使
・

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
氏
ら
を
お
迎
え
し

て
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
福
祉
事
業

所
の
手
作
り
バ
ザ
ー
な
ど
。

そ
の
他

入
場
無
料
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
中
。

６
月
・
１０
月
は
三
瓶
小
豆
原
埋
没

林
公
園
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

●問
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園

℡
０
８
５
４‐

８６‐

９
５
０
０

縄
文
時
代
の
巨
木
を
展
示
す

る
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園
で

市
町
村
別
の
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
来
市

民
は
６
月
と
１０
月
の
同
施
設
の

入
場
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

場
所

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公

園
（
大
田
市
三
瓶
町
）

持
ち
物

免
許
証
な
ど
住
所
の

確
認
が
で
き
る
も
の
。

島
根
イ
ン
青
山
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

●問
島
根
県
人
事
課

℡
０
８
５
２‐
２２‐

６
０
０
５

「
島
根
イ
ン
青
山
」
は
、
東

京
都
内
に
宿
泊
す
る
島
根
県
民

の
皆
様
が
、
安
価
で
安
心
し
て

利
用
で
き
る
ホ
テ
ル
で
す
。
旅

行
や
出
張
の
際
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

場
所

東
京
都
港
区
青
山
７‐

１‐

５
（
Ｊ
Ｒ
渋
谷
駅
よ
り
都

営
バ
ス
に
て
５
分
、
地
下
鉄
表

参
道
駅
よ
り
徒
歩
１２
分
）

料
金

シ
ン
グ
ル
…
５
９
０
０

円
、
ツ
イ
ン
…
９
２
０
０
円
。

（
一
泊
・
税
込
）
※
４
月
か
ら

料
金
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

お
わ
び
と
訂
正

ど
げ
な
か
ね
５
月
号
（
４
月
１８

日
発
行
）
に
掲
載
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
箇
所
は
次
の
と

お
り
で
す
の
で
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

●●
訂
正
箇
所

①
１７
ペ
ー
ジ
市
職
員
の
人
事
異

動
・
組
織
機
構
変
更
の
上
か
ら

５
段
目
、退
職
者
の
職
階
訂
正
。

（
正
）
部
長
級

飯
塚
茂
（
政

策
企
画
部
長
）
、
渡
部
博
昭

（
市
立
病
院
副
院
長
）
、
湯
浅

珠
美
（
市
立
病
院
看
護
部
長
）

課
長
級

山
根
幸
紀
（
税
務
課

主
査
）

②
２２
ペ
ー
ジ
健
診
・
検
診
の
お

知
ら
せ
下
段
、
無
料
が
ん
検
診

の
対
象
者
の
訂
正
。

（
誤
）
平
成
２４
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
２５
年
４
月
１
日
ま
で
に

下
記
年
齢
に
達
し
た
人
。

（
正
）
平
成
２５
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
２６
年
４

月
１
日
ま
で
に
下
記
年

齢
に
達
し
た
人
。

ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
と
楽
し
く

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
時
間
を
み
ん
な

で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

そ
の
ご
家
族
も
、
み
ん
な
で
音
楽

を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。

日
時

６
月
１５
日
㈰
１４
時
〜
１５
時

３０
分
（
１３
時
３０
分
開
場
）

場
所

安
来
市
民
会
館

そ
の
他

参
加
無
料
、
要
申
込
。

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

イベント情報
QRコード

美
術
館
鑑
賞
後
、
茶
室
に
て
呈
茶
。
文
化
勲
章
・
人
間

国
宝
の
受
賞
作
家
の
お
茶
碗
を
手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

日
時

６
月
８
日
㈰
１０
時
〜
、
１３
時
〜

場
所

安
来
市
加
納
美
術
館

料
金

２
５
０
０
円
（
入
館
料
、
菓
子
、
お
茶
代
含
む
）

申
込
期
限

６
月
３
日
㈫

名名碗碗をを愉愉ししむむ会会

●申●問安来市加納美術館
℡３６‐０８８０

▲北大路魯山人
はけめ茶碗

▲荒川豊蔵
瀬戸黒茶碗

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

松
江
・
安
来
広
域
連
携
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
普
及
活
動
事
業

「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
」

そそ
のの
他他
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